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主な内容
◆「ＧＩＧＡスクール構想」とは
※ＧＩＧＡスクール構想と学校図書館について関連するところで扱います。

◆新教育課程と新学習指導要領

◆新教育課程と学校図書館に求められていること

＊（小）新学習指導要領 国語編から

◆学習指導要領と学校図書館にかかわる変遷

◆学校図書館の機能

＊読書センター ＊学習センター ＊情報センター

◆司書教諭と学校司書の役割

◆学校図書館の利活用の実際



はじめに・・・これからの時代はどんな時代？

少子高齢化

人工知能（ＡＩ）

予測が困難な時代厳しい挑戦の時代



「ＧＩＧＡスクール構想」とは

Ｇlobal and  Innovation  Gateway  for  All
（すべての児童・生徒のための世界につながる革新的な扉）

「一人一台の端末と、高速大容量の通信ネットワーク
を一体的に整備することで、特別な支援を必要とする
子供を含め、多様な子供たち一人一人に個別最適化
され、資質・能力が一層確実に育成できる教育ＩＣＴ環
境を実現する」 参考：文部科学省「『ＧＩＧＡスクール構想』について」令和2年7月7日

https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/content/20200706-mxt_syoto01-000008468-22.pdf



児童・生徒・教職員一人一台のタブレット端末の導入

●道具を使いこなす

各クラウドにおけるアプリケーションの理解や使い方

●道具を有効に活用するＩＣＴ教育

主体的・対話的で深い学び

資質・能力の育成

ＩＣＴ支援員

本もデジタルも
使って



「一人１台端末」を活用した学習例

🔶調べ学習 探究的な学び

🔶表現・製作

🔶遠隔教育

🔶情報モラル教育

佐藤明彦／著
時事通信出版局
2021年8月12日発行

どちらかと言え
ば、デジタルが
苦手な先生たち
によるＩＣＴ教育
へのチャレンジ。
短期間で使いこ
なせるようになっ
た熊本市の取組。ＩＣＴ支援員・・・4校に1名配置

（文科省）



新教育課程・・・学習指導要領改訂

幼稚園 ２０１８年度～全面実施
小学校 ２０２０年度～全面実施
中学校 ２０２１年度～全面実施

高等学校 ２０２２年度～年次進行で実施
※大学入試センター試験➡大学入試共通テスト

（第1回2021年1月～）



そもそも

教育課程

学習指導要領とは 何？



教育に関する法令

・日本国憲法

・教育基本法

・学校教育法

・学校教育法施行規則 第五十二条（小学校） 第七十四条（中学校）

小学校の教育課程は，この章に定めるもののほか，教育課程の基準として文
部科学大臣が別に公示する小学校学習指導要領によるものとする。

・地方教育行政の組織及び運営に関する法律

学校教育法施行規則に教育課程と学習指導要領について出ています。



教育課程とは

学校教育の目的や目標を達成するために，

教育の内容を児童の心身の発達に応じ，

授業時数との関連において総合的に組織した各学校の教育計画

学校教育法施行規則 第五十条

小学校の教育課程は，国語，社会，算数，理科，生活，音楽，図画工作，家
庭，体育及び外国語の教科（以下この節において「各教科」という。），特別な教科
である道徳，外国語活動，総合的な学習の時間並びに特別活動によって編
成するものとする。



学習指導要領とは

各教科等の目標や指導内容を学年段階に即して
示している。



学習指導要領 総則編

小学校 中学校 高等学校

小学校の場合は、総則のほか、国語、社会、算数、理科、生活科、音楽、図工、家庭科、体育、外
国語活動・外国語編、特別の教科道徳編、総合的な学習の時間、特別活動編があります。



新教育課程で何が変わった？ 教科・時数

【小学校】

○外国語活動・外国語

小３・４年 外国語活動 ３５ｈ

小５・６年 外国語活動３５ｈ➡外国語 ７０ｈ（教科）

「聞く・話す」から「読む・書く」技能が加わる。

○特別の教科道徳 道徳が教科になる。

【中学校】

○特別の教科 道徳

【高等学校】

○公民科「公共」（仮称）○総合的な学習の時間➡総合的な探究の時間



知

徳

体

現行（H20年改訂）学習
指導要領

新（H29年改訂）学習指導要領確かな学力

健やかな体

豊かな心
社会に開かれた
教育課程

生きる力



新しい時代に求められる資質・能力を育む
「社会に開かれた教育課程」の実現を目指す

“よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創る”

という目標を学校と社会が共有し、必要な教育内容を

どのように学び、どのような資質・能力を身に付けられ

るようにするかを明確にしながら、連携・協働によりそ

の実現を図っていく。 コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）
平成29年4月1日施行
「地方教育行政の組織と運営に関する法律」改正



学習指導要領「生きる力」
子どもの資質・能力の育成を
めざす三つの柱

◇知識・技能
◇思考力、判断力、表現力
◇学びに向かう力、人間性など

文部科学省
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/

学びの過程の重視



カリキュラム・マネジメントに努める

教育課程に基づき組織的かつ計画的に各学校の
教育活動の質の向上を図っていくこと

◇教科横断的な視点で組み立てる。

◇実施状況を評価して改善を図る。ＰＤＣＡサイクル

◇教育内容と、教育活動に必要な人的・物的資源等を

地域等の外部の資源も含めて活用しながら、効果的に

組み合わせる。



主体的・対話的で深い学びの実現
の視点からの授業改善

どのように学ぶのか

主体的な学び 対話的な学び 深い学び

学ぶことに興味関心
を持つ。

見通しを持って粘り
強く取り組む。

自己の学習活動を振
り返り、次につなげる

子ども同士の協働、
教職員や地域の人と
の対話、先哲の考え
方を手掛かりに考え
る。自己の考えを広
げ深める。

習得・活用・探究とい
う学びの過程の中で、
各教科等の特質に応
じた「見方・考え方」を
働かせる。



主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善とは

（１）主体的・対話的で深い学び

（２）言語環境の整備と言語活動の充実

（３）ＰＣ等や教材教具の活用，ＰＣの基本的操作やプログラミング

の体験

（４）見通しを立てたり，振り返ったりする学習活動

（５）体験活動

（６）課題選択及び自主的，自発的な学習の促進

（７）学校図書館，地域の公共施設の利活用 Ｐ91～92

参考；小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 総則編 Ｐ76～92

学校図書館に関係
する内容が示される



学校図書館を計画的に利用してその機能の活用を図り，
児童・生徒の主体的・対話的で深い学びの実現に向けた
授業改善に生かすとともに，児童・生徒の自発的、自主的
な学習活動や読書活動を充実すること。

また、地域の図書館や博物館、美術館、劇場、音楽堂等の
施設の活用を積極的に図り、資料を活用した情報の収集
や鑑賞等の学習活動を充実すること。

【第４指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項２（１０）】

学校図書館を計画的に利用してその機能の活用を図り，児童・生徒の主体的，意欲的な
学習活動や読書活動を充実すること。

Ｈ２０年文科省告示

（７）学校図書館，公共施設の利活用



（小）学習指導要領 国語編からみると

学校図書館に求められていることは？



国語の資質・能力とは

知識及び技能
（１）言葉の特徴や使い方に関する事項

（２）情報の扱い方に関する事項

（３）我が国の言語文化に関する事項

思考力，判断力，表現力
Ａ話すこと・聞くこと

Ｂ書くこと

Ｃ読むこと

学びに向かう力，人間性等

新設

教科及び学年等の目標におい
てまとめて示されている。

指導事項
内容の構成



◇国語科の目標 学年の目標 P.14

学びに向かう力、人間性など

１・２年

言葉がもつよさを感じる
とともに、
楽しんで読書をし、
国語を大切にして、

思いや考えを伝え合おう
とする態度を養う。

３・４年

言葉がもつよさに気付く
とともに、
幅広く読書をし、
国語を大切にして、

思いや考えを伝え合おう
とする態度を養う。

５・６年

言葉がもつよさを認識す
るとともに、
進んで読書をし、
国語の大切さを自覚して、

思いや考えを伝え合おう
とする態度を養う。



（２）情報の扱い方に関する事項（情報の整理）P.24

３・４年

比較や分類の仕方，

必要な語句などの書き留め方，

引用の仕方や出典の示し方

辞書や事典の使い方を理解し

使うこと

５・６年
情報と情報の関係づけの仕方，図な
どによる語句と語句との関係の表し方
を理解し使うこと



（３）我が国の言語文化に関する事項 P.27

○読書

読書に親しみ，

いろいろな本がある
ことを知ること

１・2年 3・4年

幅広く読書に親しみ，

読書が，必要な知識や情報
を得ることに役立つことに
気付くこと

5・6年

日常的に読書に親しみ，
読書が，自分の考えを

広げることに役立つことに
気付くこと。



小学校学習指導要領の国語科の主な内容から
第1章２（５）読書指導の改善・充実 P.10

「・・・「読むこと」の領域で学校図書館を利用して様々な本な
どから情報を得て活用する言語活動例を示した。」P.39

ウ 学校図書館などを利用し,
図鑑や科学的なことにつ
いて書いた本などを読み，
分かったことなどを説明
する活動

ウ 学校図書館などを利用し，
事典や図鑑などから情報
を得て，分かったことなど
をまとめて説明する活動

ウ 学校図書館などを利用し，
複数の本や新聞などを
活用して，調べたり考えた
りしたことを報告する活動

第1学年及び2学年 第3学年及び4学年 第5学年及び6学年



第4章指導計画の作成と内容に取扱い P.157
１ 指導計画作成上の配慮事項

○「読書」及び「Ｃ読むこと」に関する配慮事項

「・・・指導については，読書意欲を高め，日常生活において読書指

導を活発に行うようにするとともに，他教科等の学習における読書

の指導や学校図書館における指導との関連を考えて行うこと。」



２ 内容の取扱いについての配慮事項
○〔知識及び技能〕に示す事項の取扱い Ｐ.162

「イ 理解したり表現したりするために必要な文字や語句につい

て，辞書や事典を利用して調べる活動を取り入れるなど，調べる

習慣が身に付くようにすること。」



○学校図書館などの活用に関する事項 P．166-167

「（３）第２の内容に指導にあっては，学校図書館などを目

的をもって計画的に利用しその機能の活用を図るように

すること。その際，本などの種類や配置，探し方について

指導するなど，児童が必要な本などを選ぶことができるよ

う配慮すること。なお，児童が読む図書については，人間

形成のため偏りがないよう配慮して選定すること。」



•総合的な学習の時間

•社会

学校図書館や公共図書館、コンピューターなどを活用して，情報の収集や
まとめなどを行うようにすること。また、全ての学年において地図帳を活用
すること。

•理科，家庭，体育

外国語 外国語活動

•特別活動 自主的に学習する場としての学校図書館を活用

指導内容に応じてコンピューターや情報通信
ネットワークなどを適切に活用できること。

学校図書館の活用，他の学校との連携，公民館，図書館，博物館等の社会
教育施設や・・・・との連携，地域の教材や学習環境の積極的な活用などを
行うこと。

国語以外の教科では？



学習指導要領と学校図書館にかかわる変遷
1946年（S21）新教育指針

自ら学び自ら判断する

1958年（S33）第1次

道徳の時間を設ける

1968年（S43）第2次

教育内容の現代化

1977年(S52）第3次

ゆとり教育

1989年（H1）第４次

個に応じた指導

生活科（小１・２年）

1947年(S22）学校図書館の設置が義務化

1948年(S23）学校図書館の手引き

1953年（S28）学校図書館法公布



1998年（H10）第5次

基礎基本 自ら学び自ら考える力

習得と活用

総合的な学習の時間

2008年（H20）第6次 「生きる力」の育成

言語活動の充実 小5・6年；外国語活動

基礎的・基本的な知識・技能の習得

思考力・判断力・表現力の育成

1997年（H9）学校図書館法一部改正

12学級以上の学校への司書教諭の配置

2000年(H12）子ども読書年

2001年(H13）子どもの読書活動推進に関する法律

2003年（H15）司書教諭の配置 義務化

2005年(H17）文字活字振興法

2014年（Ｈ26）学校図書館法改正

「学校司書」の法制化

2016年（H28）「これからの学校図書館の

整備充実について」

学校図書館ガイドライン2017年（H29）第7次



・２０１４年（Ｈ２６） 学校図書館法改正 学校司書の法制化

・２０１６年（Ｈ２８）「これからの学校図書館の整備充実について」
学校図書館ガイドライン 学校司書モデルカリキュラム

（学校司書）

第六条 学校には前条第一項の司書教諭のほか、学校図書館の運営の改善及び向上を図り、

児童又は生徒及び教員による学校図書館の利用の一層の促進に資するため、専ら学

校図書館の職務に従事する職員（次項において「学校司書」という。）を置くよう

努めなければならない。

２ 国及び地方公共団体は、学校司書の資質の向上を図るため、研修の実施その他の必

要な措置を講ずるよう努めなければならない。

第七条 学校の設置者は、この法律の目的が十分に達成されるようその設置する学校の学校

図書館を整備し、及び充実を図ることに努めなければならない。

改正前、第六条の条文が第七条となり、新たに上記の第六条が挿入されました。

法が改正されたことによって、「学校司書」が法律用語となり、学校司書の仕事に「教育指導への支援」が加
えられました。



学校図書館法

第１条 学校教育において欠くことのできない基礎的な設備

第２条 この法律において「学校図書館」とは、・・・・・図書、

視聴覚教育の資料その他学校教育に必要な資料（以下「図
書館資料」という。）を収集し、整理し、及び保存し、これを
児童又は生徒及び教員の利用に供することによって、学校
の教育課程の展開に寄与するとともに、児童又は生徒の健
全な教養を育成することを目的として設けられる学校の設
備をいう。

第3条 学校には、学校図書館を設けなければならない。



図書館法 （公共図書館）

第2条【定義】

この法律において「図書館」とは、図書、記録その他必
要な資料を収集し、整理し、保存して一般公衆の利用
に供し、その教養、調査研究、レクリェーション等に資
することを目的とする施設で・・・

学校図書館と公共図書館とは性格を異にしていることがわかります。
学校図書館と公共図書館はどう違うのでしょうか。

学校図書館は「学校の教育課程の展開に寄与する」ことと、「児童又は生徒の健全な教養を育成する」という役割
を担っています。
また、「欠くことのできない」設備として、日本全国のどこの学校にも図書館が置かれているのはどうしてでしょうか。



『批判的思考力を育てる学校図書館』
渡邉重夫／著 青弓社 2020年6月23日出版

この本を読むと、どうして、学校図書館が、「学校教
育において欠くことのできない基礎的な設備」（学校
図書館法の第1条）として設置されたのか、理解する
ことができます。

学校図書館が子どもにとって、どのようなところなの
か、どのような役割を担ってつくられた設備なのか、
歴史的な背景を含め、考えることができます。

批判的思考力を育てることと学校図書館はどのよう
にかかわっているのでしょうか。

新教育課程のキーワードの一つである探究的な学
びと深く関わっています。



読書

ｾﾝﾀｰ

情報

ｾﾝﾀｰ

学習

ｾﾝﾀｰ

学校図書館の機能
豊かな心

自発的・主体的な学び 情報活用能力

ＩＣＴ教育
Information and Communicatinon Technology

教員サポート 心の居場所



○読書センター

児童生徒の想像力を培い、学習に対する興味・
関心等を呼び起こし、豊かな心や人間性、教養、
想像力等を育む自由な読書活動や読書指導の場
その具体的な指導・支援は・・・

読み聞かせ，紙芝居，本の紹介，ブックトーク，語り，
アニマシオン，パネルシアター，ビブリオバトル，
ビブリオトーク，読書感想文，読書感想画，読書ビンゴ
味見読書（おためし読書），読書会など

＝「学校図書館ガイドライン」より＝



塩谷京子 編著
小谷田照代・山本泰子 著
明治図書 2018年9月

本のタイトルにあるように、読書活動
の具体的なアイディアが紹介されてい
て参考になります。
また、第2章の「もっとしりたいときに
役立つ 基本的な知識」は読書セン
ターとして、子どもとどのようにかか
わっていけばよいのか、新学習指導
要領から解説しています。



○学習センター

児童生徒の自発的・主体的・協働的な学習
活動を支援したり、授業の内容を豊かにして
その理解を深めたりする
その具体的指導・支援は・・・

教科学習・総合的な学習の時間等の学習活動での活用
学び方指導
（参考図書の使い方，請求記号と配架，引用・出典（奥付））

＝「学校図書館ガイドライン」より＝



課題の設定 テーマを決める

情報収集 調べる

整理 分 析

まとめ 考える

発信 発表する

予想と、調べて
わかったことを
比べて考える

評価 振り返り
新たな疑問

探究的な学び

情報源

・図書資料
図鑑、百科事典、年鑑、学習参考図書
・インターネット
・体験学習
・施設見学，工場見学
・アンケート聞き取り調査
・新聞、パンフレット、雑誌、地図、
地域資料、統計調査など

予想



探究的な学び（調べ学習）のための指導

子どもの発達段階に合わせて系統的に

●各教科で調べ学習のための学習スキルを積み重ねる。

特に国語学習でのスキル学習

＊Ｒ２改訂の教科書から 「じょうほう（情報）」の指導

＊「付録」を参照

●ミニ調べ学習・・・カードを活用して調べ方について指導

テーマ（疑問）、動機、予想、わかったこと（情報）、

思ったことや考えたこと（考察）、感想（振り返り）

学校図書館の活用



例えば、
各教科や総合的な学習の時間などで調べ学習をする際に、

「引用」について理解しておく必要があります。

「引用（出典）」について、新しくなった国語教科書小3（上）、小5
（上）、小6（上）、中１に出ています。

著作権についても、小6（上）、中１に出ています。

一人一台端末になって著作権の指導は情報モラルと関わって
低学年から発達段階に合わせて指導が必要です。



光村図書
三上 わかば
Ｒ２年２月発行
Ｐ.90-91

引用



光村図書
五上 銀河
Ｒ２年２月発行
Ｐ.70



光村図書
中1
Ｒ３年2月発行
Ｐ.64-65



光村図書
六上 創造
Ｒ２年２月発行
Ｐ.152

光村図書
中1
Ｒ３年2月発行
Ｐ.66

著作権



○情報センター

児童生徒や教職員の情報ニーズに対応したり、
児童生徒の情報の収集・選択・活用能力を育成し
たりする

本・新聞・雑誌・ファイル資料などの印刷資料，

インターネット，新聞データベース

＝「学校図書館ガイドライン」より＝

タブレット端末の使い方支援

その具体的指導・支援は・・・



デジタル情報の活用
『デジタルで読む脳×紙の本で読む脳』
「深い読み」ができるバイリテラシー脳を育てる
メアリアン・ウルフ／著 大田直子／訳
インターシフト／発行

自分で考え判断していくための力として求
められる「深い読み」の力をつけていくた
めに、デジタルと本をどのように使って
いったらよいのか、脳科学の視点から考
えることができます。
同じ著者が書いた『プルーストとイカ

読書は脳をどのように変えるのか？』は、
文字を読むときの脳のはたらきについて、
読字障害（ディスレクシア）についても書
かれています。

『プルーストとイカ』読書は脳
をどのように変えるのか？
マリアン・ウルフ／著
小松順子／訳
インターシフト／発行



発達段階と情報活用学習

情
報
ツ
ー
ル

ア
ナ
ロ
グ

デ
ジ
タ
ル

①具体物
人に聞く

②紙媒体
など

③閉鎖型

④開放型

体験・人からの情報入手
聞き取り・アンケートなど

紙などの媒体
図書・雑誌・新聞・パンフレット
リーフレット・・・など

事典・新聞データベース
内容によって、検索のしかた
キーワードの入れ方などが違う。

インターネット
信頼できるものを選んで使う。東京学芸大学デジ読研究委員会

「学校図書館はデジタルもアナログも」より

小
低
学
年
・・・・・・
小
高
学
年
・・・・・・
中
学
校



① ② ③ ④

小学校低学年

小学校高学年

中学校

① ② ③ ④

① ② ③ ④

４種類の情報ツールを使う割合
「2017学校図書館１２ Ｎｏ．806
これからの学校図書館は？」
村山正子P.35
全国学校図書館協議会 より



情報ネットワーク社会で育つ
デジタルネイティブの子どもたち

「家庭教師は見た！プロの視点」西村則康 2021/9/14

「『時計もカレンダーも読めない』プロ教師が嘆く学力低下の衝撃」

https://president.jp/articles/-/49605?page=3

「 子どものうちはスマホの時計やカレンダーではなくてアナログで」

「小学生の子供にはできるだけアナログのものを使わせ、不便な経験をさ
せよう。不便は工夫を生み出す。自分なりに工夫する経験を積んでから、
スマホを持たせるとその便利さに気づくだろう。スマホを持たせるのは今
じゃない。」



『スマホ脳』
アンデシュ・ハンセン／著
久山葉子／訳
新潮社 2020年

スマホに人が依存するのはなぜなのか、スマホが脳に
与える影響と仕組みから、分かりやすく説明しています。

スマホは便利なものであるが、使い方によっては問題に
なることもあるという光と影の部分について知ることがで
きます。

それにしても、ＩＴ企業のトップであるスティーブ・ジョブ
ズは自分の子どもが１０代でもiPadの使い方を制限、
ビル・ゲイツは 14歳までスマホを使わせなかったという

話は、それらの機器が子どもの脳に及ぼす影響の大き
さを物語っているのではないでしょうか。



学校図書館は必要ですか？

一人一台の端末の導入によって

学校図書館はどう変わる？



『学校図書館ガイドライン活用ハンドブック 解説編』
堀川照代／編著 悠光堂／出版社 2018年

２０１６年に「学校図書館ガイドライン」が示されたこと
を受けて、出された本です。

ガイドラインで示された内容について、ステップアップ表
にステップ１・２・３と三段階に分けて示しています。

これをみると、自校の学校図書館がどのような実態な
のか、評価することができます。

達成されていない場合は、次に何を目指せばよいの
かが明確に分かり、参考になります。

この本に出ているステップ表に照らし合わせて、自校
の学校図書館を診断をしてみてください。



学校図書館の必要性 「学校図書館ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ」活用ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ 解説編 1.1 Ｐ.23

□学校図書館担当

者が学校図書館

の必要性につい

て認識している

□学校図書館担当

者が学校図書館

を利用している

□教職員の一部

が学校図書館の

必要性について

認識している

□教職員の一部

が学校図書館を

利用している

□全教職員が学

校図書館の必要

性について十分

に認識している

□全教職員が学校

図書館を日常的

に利活用している

ステップ１ ステップ２ ステップ３



読書センターとしての学校図書館
「学校図書館ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ」活用ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ 解説編 1.2 Ｐ.25

□児童生徒が読み

たい本をみつける

ことができる

□おすすめの本を

展示したり新着図

書リストを作成した

りしている

□授業で利用でき

る読書材がある

□学校図書館関係

者が読書推進活

動を計画的に実

施している

□読書指導が計画

的に体系的に実

施されている

□読書推進活動が

全校で計画的に

実施されている

ステップ１ ステップ２ ステップ３



学習センターとしての学校図書館
「学校図書館ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ」活用ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ 解説編 1.3 Ｐ.28

□授業で利用でき

る資料がある

□一部の教師が図

書館を利用して

いる

□授業で関連した

資料が十分に入

手できる

□多くの授業で図

書館が活用され

ている

□全教科で図書館

活用の授業が計

画的に実施されて

いる

□司書教諭や学校

司書がＴＴとして授

業に参加している

ステップ１ ステップ２ ステップ３



情報センターとしての学校図書館
「学校図書館ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ」活用ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ 解説編 1.4 Ｐ.31

□情報活用能力の

育成について一

部の教職員が認

識している

□一部の教職員が

図書館を活用し

て探究的な学習

を実施している

□学校図書館活用

の年間計画が作

成・実施されて

いる

□一部の教職員が

情報活用能力の

指導をしている

□情報活用能力の指

導事項体系表や年

間指導計画が作成

され実施されている

□情報活用能力に関

してカリキュラム・

マネジメントが行

われている

ステップ１ ステップ２ ステップ３



全教職員との協働＝チームとして学校体制で

校長

（学校図書館長）
担任

司書教諭 学校司書

協働

学校教育目標 めざす子ども像

ＩＣＴ支援員学校図書館の充実



学校体制で図書館教育を考える

図書館運営委員会（月1回の連絡会）

３０分ぐらいの短時間で

学年会ともつなげて各学年から一人参加
必要なことは学年会で話題にする。

学校司書も参加司書教諭が司会

図書館係がその場で記録したものを
全職員に配布。係の負担を減らす

校長か教頭の管理職も参加

今月の図書館活用報告と
来月の利用予定発表

月１回月暦に入れて

学校図書館年間指導計画を基に



司書教諭と学校司書のための

『学校図書館必携』 理論と実践 新訂版
全国学校図書館協議会／監修悠光堂／出版社 2021年 初版：2015年 改訂版：2017年

学校図書館の経営・運営に関わる手引書。

司書教諭、学校司書、学校図書館長（校長）の
仕事について、詳しく知ることができます。
新訂版は、以下の法律の改正に伴い、2017

年改訂版に、修正、新たな項目、ページが加え
られています。
◇2019年12月文科省
「教育の情報化による手引き」
◇2019年6月議員立法
「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に
関する法律」（読書バリアフリー法）
◇2018年
「著作権法」改正 文化庁

「授業目的公衆送信補償金制度」

改訂版2017年



著作権とは？

『著作権ハンドブック』
宮武久佳・大塚大／著
東京書籍 2021年9月16日

著作権について、法律が変わるたびに更新
されるので、どれを読んだらよいのか迷いま
すが、これまでの著作権の基本的なことから
授業目的公衆送信補償金制度やＳＡＲＴＲＡＳ
（指定管理団体）のことについてなど、改正さ
れた３５条について、Ｑ＆Ａで載っていてわか
りやすくなっています。



司書教諭の役割

○経営的職務

○教育指導的職務

図書館

全教職員，児童生徒

司書教諭

・全体計画の作成など図書館関係に関する内容全般
・読書ボランティアなどとの連絡・調整
・各種コンクールのとりまとめ
・各種調査への回答
・図書館運営委員会 図書選定委員会

・指導計画の作成
・学級担任や各教科担任との連絡調整
・学び方指導（情報活用能力の育成に係わる指導）
・読書指導
・職員研修

学校司書
担任

との連携

図書館教育コーディネーターとして



『学校司書のための学校教育概論』
野口武悟・鎌田和弘〔編著〕樹村房／出版社 2019年

2014年に学校図書館法が改正され、学校司書に関わる第6条
が加えられました。

そして、「これからの学校図書館の整備充実に関する調査研
究協力者会議」の報告書である「これからの学校図書館の整備
充実について」が、2016年に出され、「学校図書館ガイドライン」
「学校司書モデルカリキュラム」が示されました。

この本は、その「学校司書モデルカリキュラム」（10科目20単

位）のなかに位置づけられている「学校教育概論」のテキストと
しても使えるように構成された本です。「子どもの発達や学習プ
ロセス」「学校教育の理念，思想と歴史」「教育課程の意義と編
成」「学校教育の仕組み，現状と課題」について書かれています。

学校司書に限らず、司書教諭や図書館関係者にもおすすめ
です。



『学校司書のための 学校図書館サービス論』
学校図書館問題研究会 編 樹村房2021年2月

「学校司書モデルカリキュラム」の中の「学校図書館
サービス論のテキストとして編集されたものです。

『学校図書館サービス論』は、「司書や司書教諭など
のほかの養成課程の科目で読み替えのきかないもの」
で、「学校図書館における利用者（児童生徒・教職員）
へのサービスの方法や理論が，初めて形になって語ら
れることになった」ものだそうです。
「学校図書館サービス論」の10項目が盛り込まれてい
ますが、なかでも「第7章 学習支援と情報リテラシー」
は、タイムリーな内容で参考になるかと思います。



学校図書館を運営していくために必要な専門的・技術的職務に従

事するとともに、学校図書館を活用した授業やその他の教育活動を

司書教諭や教員（担任）とともに進める。「学校図書館ガイドライン」より

学校司書の役割

直接的支援
・館内閲覧，館外貸出
・ガイダンス
・情報サービス
（レファレンス等）
・読書推進活動

間接的支援
・図書館資料の管理
・施設設備の整理
・学校図書館の運営

教育指導への支援
・教科等の指導に関する支援
・特別活動に関する支援
・情報活用能力の育成に関する支援

出典：『学校司書のための学校教育概論』
野口武悟・鎌田和弘〔編著〕 樹村房 2019年 P.180



学校司書の授業における支援

○図書館利用（授業予定）の把握と確認

図書館授業連絡票

①読み聞かせ（☑司書に一任）②本の紹介③調べ学習④利用指導⑤その他

資料ﾘｸｴｽﾄｶｰﾄﾞ
教科名、単元名、テーマ、資料を使用する授業・概要

資料名、資料の内容、必要数、使用期間、特記事項、司書記入欄

○資料の準備

物流便の利用、公共図書館などへ出かけ直接資料を探す

○授業に入る （担任や司書教諭とのＴＴで ）

図鑑、百科事典、年鑑などの利用指導

調べ学習（図書資料とタブレット端末での検索による情報収集）



学校図書館を授業で利活用していくために

【作成手順】

「情報・メディアを活用する学び方の指導体系表」を基に
（2019年公益財団法人全国学校図書館協議会）

＋実際の利用状況（学校司書）

＋各学年会で授業で使えそうな単元を検討してもらう（司書教諭）

＋司書教諭が児童生徒の発達段階や授業内容を考慮し、検討

よくばらず実態に合わせ“使える計画”を作成

学校図書館年間指導計画はありますか？



情報資源を活用する学びの指導体系指導

２０１９年1月1日 公益社団法人全国学校図書館協議会

小低

小中

小高

中

高

Ⅰ課題の設定 Ⅱメディアの利用 Ⅲ情報の活用 Ⅳまとめと情報発信

Ⅱメディアの利用

◎学校図書館の利用の方法を知る
＊日本十進分類法（NDC）の仕組みと配架のしかた
＊レファレンスサービス
＊ファイル資料
＊地域資料，自校資料
◎公共図書館の利用方法を知る
＊検索のしかた，レファレンスサービス
◎学校図書館メディアの利用方法を知る
＊図書資料，百科事典，国語辞典，漢字辞典，地図
＊新聞，雑誌
＊コンピュータ，タブレット

インターネットから
ダウンロード
できます。



学校図書館年間指導計画

学
年

月（2ヶ月ぐらいで）学期ごと学年で見直し 修正する

司書教諭の
リーダーシップで

先生方に協力して
もらい作成

単元名（教科名）
活用のポイント
Ｂ；ブックトーク

スイミー（国語）
レオレオ二の本の紹介

本の分類と選び方
０・４・６・９・Ｅ類

コンピューターでの検索

Ｂ；まめのはなし



情報活用能力
（情報リテラシー）

国語

社会

理科

家庭科

算数

音楽

道徳

体育

図工

総合的な学習の時間

生活科

教科学習でどのように活用するのか

工夫次第で
どの教科でも

教科の目標をねらい
としながら、情報活用
の力もつける。

教科横断的

カリキュラム・マネジメント



自分から調べる力や子どもの興味・関心・意欲の向上を
願って ・・・調べ学習 ブックトーク 本の紹介など

例えば、4年生で考えてみると

（国語）白いぼうし・・・ あまんきみこ作品を紹介

（社会）私たちの県・・・ 学習参考図書紹介長野県の地域の特徴を紹介

（算数）調べ方と整理の仕方・・・学習参考図書紹介 いろいろな表やグラフを読む

（理科）生き物のくらし・・・ 学習参考図書紹介どんな生き物がどのようにくらしているか

（音楽）日本の民謡・・・学習参考図書紹介 日本全国にどんな民謡があるか

（保健体育）思春期にあらわれる変化・・・学習参考図書紹介男女の体の違い

（道徳）大切な命「走れ江ノ電光の中へ」 関連図書紹介『電池が切れるまで』

（総合的な学習の時間）学習参考図書紹介野菜の育て方 縄文時代の生活

（図工）まほうのとびらをひらくと・・・ 関連図書紹介カードの作り方



教科学習で学校図書館を活用

５年 社会科 「これからの
食料生産とわたしたち」
米作りをやめてしまう原因につ
いて、予想しそれがわかる資料
を本から探そう

６年 国語科
「『平和』について考える」
平和について考えた「仮の要旨」に説得
力をもたせるための資料を本の中から
探そう。
引用・出典 について併せて学習

タブレット端末を持って学校図書館にやってくる子どもたち？
学校図書館の本もいっしょに使って情報収集できるのだろうか？

これからはどうなる？



『学校図書館』 公益財団法人 全国学校図書館協議会／発行

毎月、全国学校図書館協議会（ＳＬＡ）から出ている
機関紙です。
学校図書館に関わる情報がたくさん出ています。

また、全国の学校の実践や学校図書館の様子が
載っているので、参考になります。

9月号2021年Ｎｏ.851の「キラリ！司書教諭207」から

「さまざまなメディアを使って協働する」鳴川浩子先生
の実践から、司書教諭として授業に入り、参考文献
がしっかり書けているかを評価しているそうです。

また、ＩＣＴに関わる学びのサポートで参考になるこ
とが書かれています。



令和3年度こども読書活動応援センターでの授業支援 出前授業
図鑑の使い方 ミニ調べ学習

小２ 図鑑の使い方
図鑑クイズ
「タイタン」って、どの図鑑
にあるかな？

小３ ミニ調べ学習･･･発表

名前がわかっていないとき、
名前がわかっているとき、

図鑑を使ってどうやって調べられそうかな？



「読書」とは？「読解力」とは？

『「本の読み方」で学力は決まる
』川島隆太／監修
松﨑泰・榊浩平／著
青春出版社2018年

『』なぜ、読解力は必要なのか？』
池上彰／著
講談社2020年

『読書する子は○○がすごい』
榎本博明／著
日本経済新聞出版本部2021年



一人ひとりの子どもたちに学びの種まきを！

どうもありがとうございました。


